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中郷地区老人会
(敦賀市)

地域の高齢者、異世代の婦人会、子ども達にも参カロを呼び

かけ、伝統行事の継承と仲間づくりに取り組んでいます。

長年にわたり、荒島岳登山口駐車場の清掃・管理を続けていま

す。山開きのイベントでは『おふくろの味』を振る舞いました。

知事・会長あいさつ

第42回 全国老人クラブ大会 ・………………・・3
第40回 福丼県老人クラブ大会 ・………………4
ふくい健康長寿祭2013…………………………・6

趣昧の作品展開催/公式ワナゲ大会開催

第14回福丼県知事杯高齢者グラウンド・ゴルフ大会開催……・7

鬱

登般餌団法人纏非罐鬱入クラブ選勧農蝿礫
〒910-0026
福丼市光陽2丁 目3-22(福 丼県社会福祉センター内 )

丁EL 0776-24-48‐53 FAX 0776-24-4580

白浜老人クラブ
(おおい口 )

.‐■||■‐ :・

ラジオ体操、ウォーキング、各種スポーツ、健康体操等、健康づ

くり活動に、全クラブ員が楽しく積極的に取り組んでいます。

平成25年度 高齢者いきいきフェア開催 ……・フ

各地の活動から…・………・………………・……・・8

平成25年度 市町別友愛募金配分状況 ・…・・10
着手会員、活躍中 !……………………………・11

老人クラブ傷害保険のこ案内 ・……………・・12

「群1堵仄詈道y・  :
■    なお、人選作品は、平成26年 3月にlll行 予定の

■  「泣いて、笑って、llll利のF育てJに掲載されます.

E-mail : fukuirr@yacht.ocn.ne.jp

題 字/吉川 壽一 書

富田高砂クラブ連含会

第10クラブ(大野市)
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1助言者木原氏から「老人クラブは元気な高齢者向け|

|だけでなく、虚弱・要介護の高齢者向けの活性化策 |

|があってもよいのではないかJと の問題提起がありま

した。

霧瞥
=う

一つの活性化策」とぼ=撃

～このクラブは私妙囲つたときに

助けでくれるだろうか?～

電.1中間同士が助け食修クラツづくり

○虚弱、要介護になつても仲間が支えてくれるクラブ

>「要介護になつたら退会していくのを容認する」

という会にカロ入したくなるか ?

○虚弱、要介護の高齢者でも活動に参加できるクラブ

>体が弱つたら自然に活動から遠ざかる一という

ことでいいのか ?

2應 虚hな f攀闘奄菫えるために、地域の他

組織の連携や介護ボランティア等との

ネットワータ覆つくる

3日 要介護者場会員に「友愛活動」から爛

入につながる

これからの老人クラブには、「虚弱・要介護の高齢

者を支え合う活動」や「介護問題も含め互助活動をす

ることJが必要である。
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会 宣 言
老人クラブは、高齢者の仲間づくりと健康づくり・

介護予防を基本に、環境美化、世代間交流、ボラン

ティアなど、幅広く社会に貢献する活動に取り組んでい

ます。

わが回は人口減少社会のなかで、75歳以上人に1の

急激な増加が予沢1さ れ、地域における高齢者IH互の

支え合いがますます重要になっています
=

閉じこもりを防ぎ、心のつながりを深める友愛活動

をもとに、住み1貫 れた地域で継続的に生活ができるよ

う、老人クラブのネットワークを活かした見守り,生活

支援への期待が大きくなっていま■

また今日、社会保障制度の持続可能性が問われる

なかで、私たちも制度を支える一員として、能力に応じ

た責任を果たし、高齢者の尊厳を守っていかなけれ |ま

なりません.

北陸の小京都として栄え、緑豊かな自然環境が育む

美味しい水と食に恵まれた、歴史、文化、伝統が層、

づくここ人野嗜fに 集う老人クラブ代表者は、次の事項

の実践を誓い、ここに宣言しま,
一 老人クラブの原点に、アった

「仲間づくり活動ョの強化

一 健康長寿をめざす

「健康づくり。介護 予防活動Jの充実

^日常生活を支援する

「地域支え合い活動 (友愛 )」 の推進

一 高齢者の1尊厳が守られる

社会保障11度の確立

平成 25年 10月 24日

老人福祉法 50周 年・老人保健法 30周年記念

第 4()回 福井県老人クラブ大会

「青色の封筒が

届いていませんか?」

このあと、いろいろな業者を

装つた電話がかかつてきて、高

額の投資を持ちかけ

ます。悪質な業者が、

あなたの大切なお金

を狙つています。

齢 ベ
記憶のあいまいさにつけ

込む手口です。その場でキッ

パリ断りましょう。代引きで

送られてきたら、受け取り拒

否しましょう。

「お宅の屋根瓦、ズレてます嵐

今すぐ修理しないとダメです。

安くしておきますよ。」

建物は、自分で調べにくい場所が多く、言われ

たことをう呑みにしがち。不必要な修理をした

り、中には、実際に修理をしていない悪質な例

も。大切な家の修理は信頼できる業者に頼みま

しょう。
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～坂丼市丸滴が優勝// 越前市 Jヽ坂茂さんダカレ受賞//～
■1第 14回知事杯高齢者グラウンド・ゴルフ大会が、好天に恵まれた9月 25日 福井市ふくい健康
の森多目的グラウンドにおいて、県下17市町の予選を勝ち抜いた40チーム200名が参加して開

催されました。

団体・個人の部のタイトルロ指して熱戦が繰り広げられ、結果、団体の部は坂井市丸岡チー

ムが優勝しました。また、越前市の小坂茂さんが個人の部の優勝と最高齢プレーヤーに贈る
ハッスル賞のダブル受賞となりました。

その他の結果は次の通りです。

W″優 勝坂丼市丸岡
準優1券 鯖 江 市 B
第三位 福丼市旭 B

」町 1位 川ヽ 坂  茂 (越 前 市 B)ハ ッスル賞 ノ

2位 言者 山 広 多 (南越前町南条)

3位 下 野 テ ル ノ (お おい町 A)

4位 松 山 勝 市 (坂 丼市丸岡)

5位 片 山 政 江 幅丼市足】]友愛)

6位 波 多 野  勲 (坂 井市三国)

※団体の部並びに個人の部の順位については、福丼県グラウンド・ゴルフ協会のルールに基づき決定しました。

□ し 一］】
ヨ

腱
３

平成25年度高齢者いきいきフェアは、福井市ふくい健康の森生きがい交流センターにおい

て、高齢者の健康保持増進と生きがいふれあいを図る目的で開催され、今年も3回にわたり

約950名の会員が参加し交流の輪を広げました。
ステージ発表では、個性ある手づくり衣装でのパフォーマンスや、客席も交えての健康体操、

「ふるさと」の合唱などが行われ、会場は一体となって盛り上がりました。
また、即売コーナー、趣味の作品も展示され会員の皆さんの力作が並びました。

ら♪

花笠にピンクの衣装で「花笠月夜」

を踊る勝山市の武田よし子さん。

御
`F95歳

。

「皆さんと一緒に活動することが楽

しく、生きがいと元気をいただいて

いる」と話す武田さん。元気なステー

ジパフォーマンスに会場からも大き

な声援が飛んでいました。ますます

のこ活躍を期待 します。
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１

７
」

高
浜
町
　
一局
浜
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
運
含
会

今
年
度
の
メ
イ
ン
行

事
と
し
て
高
浜
町
歩
こ

う
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
取

り
上
げ
、
４
月
か
ら
実

施
し
イｔ
い
ま
す
。

昔
か
ら

「
老
い
は
足

か
ら
来
る
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
毎
週
月
曜

日
午
前

９
時
半

頃
よ

り
、
老
人
憩
の
家
瑞
祥

苑
を
基
点
に
し
て
約
４
～
６
ｋｍ
を
歩
い
て
い
ま
す
。

特
徴
的
な
こ
と
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
の
使
用

を
推
奨
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
な
る
べ
く
安
い
ポ
ー
ル

（
１
セ
ッ
ト
約
２
，
０
０
０
円
）
を
探
し
て
購
入
し
、

参
加
会
員
に
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
つ
ち
３
分

の
１
は
老
人
ク
ラ
ブ
で
補
助
し
、
３
分
の
２
は
会
員

負
担
と
し
て
い
ま
す
。
既
に
約
６０
セ
ッ
ト
販
売
し
ま

し
た
。

な
る
　
等
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一　
ポ
ー
ル
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
正
し
く
使
う
た
め
、

赫料鰤静“滞渕″溜鍵鶴鼎蜂特
開催し、より

卜
・

越
前
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
女
性
部

越
前
市
シ
ニ
ア
連
主

催
の
合
同
研
修
会
の
時

に
、
「
懇
親
会
に
女
性

部
で
何
か
余
興
を
し
よ

う
」
と
で
つ
こ
と
で
始

め
た
の
が
活
動
の
き
っ
か

け
で
す
。
以
来
、
毎
年

合
同
研
修
会
や
演
芸
大

会
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

衣
装
は
古
着
を
リ
メ
イ

ク
し
た
り
、
小
道
具
も

手
づ
く
り
で
す
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は

「ま
つ
け
ん
サ
ン
バ
」
「み
に
く
い

あ
ひ
る
の
子
」
「水
戸
黄
門
」
ピ
ン
ク
レ
デ
イ
ー
や
か

ん
か
ん
娘
等
、
ま
た
、
韓
国
の
人
気
グ
ル
ー
プ

「
少

女

時

代

」

を
も

じ
り

「
老
女
時
代
」
と
称
し

て
踊
り
ま
し
た
。

毎
年
演
目
を
決
め
て

声
を
か
け
る
と
、
皆
楽

し
そ
う
に
集
ま
っ
て
練

習
を
し
ま
す
。
練
習
と

い
う
よ
り
話
に
花
が
咲

き
ま
す
。
で
も
、
本
番

で
は
最
高
の
も
の
が
で

き
る
の
が
何
と
も
不
思

議
で
す
。

こ
の
活
動
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
笑
う
」
こ
と
で
す
。
演

じ
る
方
も
、
観
る
方
も

「
笑
え
る
」
と
い
？

」
と
を

目
標
に
演
じ
て
い
ま
す
。

越
前
町
　
小
倉
福
寿
会

平
成
１９
年
に
会
の
文
化
部
の
芸
能
係
を
中
心
に

「昔
の
マ
マ
ー
ズ
」
を
立
ち
上
げ
活
動
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
に
女
性
が
多
い
」と
も
あ
り
、
明
る
く
若
い

イ
メ
ー
ジ
で

「マ
マ
ー
ズ
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
に
つ
い
て
は

大
変
人
気
が
あ
り
、
集
落
内
の
集
ま
り
や
祭
り
、
福

祉
施
設
、
病
院
等
で
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
増
や
す
た
め
の
練
習

（毎
週
火
曜
日
）
に
も

見
学
者
や
応
援
者
が
加
わ
り
、
集
落
一体
と
な
っ
た
活

動
で
地
域
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。

現
在

１２
名
の
構
成

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
３
名

は
小
学
生
で
す
。
土

・

日
曜
の
イ
ベ
ン
ト
に
は

子
ど
も
達
も
参
加
し
、

楽
し
い
世
代
交
流
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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爾簸自日、涸田1申懇
①老人クラブに加入したきつかけは?

③老人クラブにカロ入してよかつたことは?
②老人クラブてどんな活動をしていますか?

④今後の抱負

①町のゲートボール協会の理事長、審判部長を務めていたこともあつて、高齢者ゲートボールクラブ

から要請があり、クラプの増員目的に力0入をすすめられました。

②60歳て入会して、63歳より単位クラプの会長をしています。坂丼市の福祉委員としても活動していま

す。自区の他老人クラブ担当区内で、含同いきいきサロンとして町内外へのおてかけサロン活動の実施。

また、町内各公民館、集落センターでの高齢者健康教室で「輪投げ」の普及にも努めています。

③共に笑顔で活動できること。また、いろいろな活動を企画する中で、会員の皆さんが、おつきあいで

入会しているだけでなく、元気に楽しく活動している姿を見るとやりがいを感じます。

④輪投げは季節天候に左右されない手軽なスポーツです。丸岡町内各公民館、集落センターなど、住ま

いの近くての健康教室等で
″
笑顔の元気スポーツ輪投げ

″
を推進していきたいです。(「丸岡輪投げクラ

ブ

鷹 檀勇軍豪豪誰 じふ 厖 夕 焉 胤 ξ蒜 しき相
…

識
輯

①グラウンドゴルフ会長杯に出場するためには、老人クラブに力0入 しなければならないということで、

62歳の時に晴れて入会しました。

②越前市シニア運では着手委員会のメンバーで、シニア連主催の地区対抗ソフトボール大会やゴルフ大

会の立ち上げ実行委員となつています。地区では各種スボーツの中で、グラウンドゴルフ、囲碁ボール、

ステイックリング、SMボウリング等の競技運営を担当しています。

,Wl誂l｀量「1翼癸 勇胤閂蠍 [[暑:[耗

①区長を退任してまもなくお誘いを受けました。区長をしていたとき、老人クラブには、区内事業の参力0

や奉(■作業等でご協力をいただいたので、その恩返しの意味でカロ入しました。

②年3回の奉イ■作業、夏休みラジオ体操、老人スポーツ大会、グートボール、ウォーキングなどに参力□し

ています。スポーツ大会では審判をしています。

③区内をはじめ町内に知り合いの方が増えたこと。また、老人クラブには元気に活動されている方が多

く、66歳で「老いた」なんて言うことが1)ずかしいことだと知りました。

2写55雪雰:源顧纏1語昌戴案距2瑾島ξS翌
のグートボールを上達さ

掌銹

第 11期「健康づくり中央セミナー」が 11月20日 ～22日 に神奈川県葉山町「ロフォス湘南」(全国社会福祉協議会

研1多施設)で開催され、本県からも1名参力0し、新たに「健康づくり推進員」に認定されましたのでご紹介します。

山品 弘子さん
日本レクリエーション協会

公認指導者

私たちの最大の関心事は、「健康」です。健康で生きがいのある生活ができる

ように、大野市でも
″
おでかけサロン(介護予防)″ を実施しています。lqDF03と

一緒に健康体操や脳 トレ、また、今の話題などを、五感を使つて楽しませて

もらつています。
″
みんなで楽しく

″
をモットーに、あたりまえの生活の中でできる余暇(趣

味)活動を見つけて、これからも
″
健康づくり

″
のお手伝いをさせていただき

たいと思つています。

出品さんには、平成26年度より県老連5人目となる「健康づくり推進員」とし

て「市町老人クラブ連合会及び地区老人クラブ連含会」が実施する「健康づくり

事業」の講義。実技等でご活躍いただきます。
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